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伊
吹
文
明
元
衆
議
院
議
長
は
、
「
憲
法
改
正
の
発
議
権
は
国
会
に
あ
る
。
解
散
権
は
内
閣
に
あ
る
。
（
内
閣
が
）
自
分
の
権

限
の
外
に
あ
る
も
の
を
理
由
に
自
分
の
権
限
を
行
使
す
る
っ
て
こ
と
は
、
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
。
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
る
（
朝

日
新
聞
、
令
和
元
年
十
月
二
十
五
日
）
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

憲
法
第
九
十
六
条
は
、
「
こ
の
憲
法
の
改
正
は
、
各
議
院
の
総
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
で
、
国
会
が
、
こ
れ
を
発

議
し
」
と
規
定
し
て
お
り
、
同
条
に
よ
れ
ば
、
憲
法
改
正
の
発
議
を
行
う
の
は
国
会
で
あ
り
、
内
閣
が
憲
法
改
正
の
発
議
を

行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

一
方
、
衆
議
院
の
解
散
権
に
つ
い
て
、
従
来
、
政
府
は
、
「
衆
議
院
の
解
散
を
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
の
は
、
天
皇
の

国
事
に
関
す
る
行
為
に
つ
い
て
助
言
と
承
認
を
行
う
職
務
を
有
す
る
内
閣
で
あ
る
、
ま
た
、
内
閣
が
衆
議
院
の
解
散
を
決
定

す
る
こ
と
に
つ
い
て
憲
法
上
こ
れ
を
制
約
す
る
規
定
は
な
く
、
い
か
な
る
場
合
に
衆
議
院
を
解
散
す
る
か
は
内
閣
が
そ
の
政

治
的
責
任
で
決
す
も
の
で
あ
る
」
（
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
（
令
和
元
年
五
月
二
十
日
）
菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
）

と
答
弁
し
て
き
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
政
府
は
、
「
衆
議
院
の
解
散
権
は
、
立
法
府
と
行
政

府
の
均
衡
を
保
つ
見
地
か
ら
、
憲
法
が
行
政
府
に
与
え
た
国
政
上
の
重
要
な
権
能
で
あ
り
、
恣
意
的
に
解
散
す
る
こ
と
は
考



 

２ 

 

え
ら
れ
な
い
」
（
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
（
令
和
元
年
五
月
二
十
日
）
菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
）
と
答
弁
す
る
と
と

も
に
、
解
散
権
は
「
い
さ
さ
か
も
乱
用
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
申
す
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
（
衆
議
院
内
閣
委
員

会
（
昭
和
五
十
四
年
四
月
十
九
日
）
大
平
正
芳
内
閣
総
理
大
臣
）
と
も
答
弁
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
政
府
見
解
に
変
わ
り
は

な
い
か
。 

三 

国
会
が
権
限
を
独
占
す
る
憲
法
改
正
の
発
議
の
よ
う
に
、
お
よ
そ
内
閣
の
権
限
に
属
さ
な
い
事
項
を
争
点
と
し
て
衆
議
院

を
解
散
す
る
こ
と
は
、
前
記
二
に
引
用
し
た
政
府
答
弁
に
お
け
る
「
恣
意
的
」
な
解
散
や
解
散
権
の
「
乱
用
」
に
該
当
し
、

政
府
自
身
が
許
容
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

前
記
二
に
引
用
し
た
政
府
答
弁
に
お
い
て
、
衆
議
院
の
解
散
に
つ
い
て
「
憲
法
上
こ
れ
を
制
約
す
る
規
定
は
な
く
」
、

「
内
閣
が
そ
の
政
治
的
責
任
で
決
す
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
吹
元
議
長
が
述
べ
た
よ
う
に
、
お
よ
そ
内
閣
の
権
限
に

属
さ
な
い
事
項
を
争
点
と
し
て
衆
議
院
を
解
散
す
る
こ
と
は
、
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


